
 

 

 新見市  
 

１ 市町村概要 

岡山県北西部に位置し、広島・鳥取両県に接する新見市。 

清流や森林といった豊かな自然の恵みを受け、農林業や石灰産

業を基幹産業としています。特産品である「ピオーネ」や「千屋

牛」は、県外からも人気があります。 

また、冬には山間部で良質の雪が積もるため、スキーをする人

たちで賑わうなど、四季を通して多様な自然を満喫できます。都

市との情報格差解消のため、市内全域を光ファイバーで結び、告

知放送機器を全戸に設置するなど、情報通信も充実しています。 

 

人 口 ２７，７５６人（世帯数１２，６６４世帯） ※令和４年１月末時点 

主な産業 農林業、鉱工業、観光業 

地域の主なイベント 

４月 三室峡シャクナゲまつり 
５月 鯉が窪湿原まつり 
６月 哲多ふるさとすずらんまつり 
８月 新見ふるさとまつり 

１０月 新見土下座まつり、大佐ふるさとまつり、神郷ふるさとまつり 
    渡り拍子（頭打ち）など 
１１月 しんごう湖畔マラソン 

生活環境 

買い物 
ショッピングセンター２店舗、コンビニエンスストア７店舗 
ホームセンター２店舗 

医療 総合病院４、歯科１１、診療所１２  

学校 
保育所５、幼稚園１、認定こども園７、小学校１７、中学校５ 
高等学校２、公立大・短大１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス方法 

岡山から 

自動車：岡山 IC～新見 IC 約 75 分 

Ｊ Ｒ：岡山～新見 約 90 分 

（特急利用 約 60 分） 

大阪から 

自動車：吹田 IC～新見 IC 約 170 分 

Ｊ Ｒ：大阪～新見 約 120 分 

（新幹線・特急利用） 

 



２ 新規就農に向けた支援について 
（１）地域農業の特徴 

新見市では、夏期冷涼な気象条件等を活かし、果樹では大粒ぶ
どうのピオーネ、野菜では夏秋トマトの産地として有名です。 
そのほか、ももやりんどうの産地化も図っています。また、畜

産については、古くから「千屋牛」の産地として有名です。 

自然条件 
   （観測地点：新見） 
 年間平均気温：13.0℃ 
 年 間 降 水 量：1745.5m
最 深 積 雪：55cm(北部) 

※出典元：気象庁 HP 2021 年 

（２）就農希望の方へ 
   平成２８年度、トマトの新規参入者に向けて新見市が営農団地を造成し、栽培適地にほ場を確

保しました。就農時５０歳以上を対象とした地域定着手当、住宅を新築する場合や貸家を改修す
るための助成制度等を整備して、新規就農者を積極的に支援しています。県外からの新規参入に
より、平成１１年度以降３６世帯が移住し就農しています。 

    農業を開始するには、施設や機械などの購入資金のほか、経営が安定するまでの生活費を用意
しておく必要があります。 
 農村での暮らしは地域住民とともに助け合うことで成り立っています。地域の催し事や行事な
ど地域付き合いを通してコミュニケーションを図りながら地域に溶け込むことが必要です。 

    空き家や農地の確保は関係機関等で紹介をしますが、研修期間中にご自身で探す努力も必要と
なります。 

    

（３）農業体験研修・実務研修の研修主体    ※受入体制の整備状況等により研修生を募集しない場合があります 

 研修品目 産地の位置 研修主体名 

１ ピオーネ（２年間） 豊永地区、草間地区ほか ＪＡ晴れの国岡山（新見統括本部） 

２ ト マ ト（１年間） 神郷高瀬地区ほか ＪＡ晴れの国岡山（新見統括本部） 

３ りんどう（１年間） 哲多町大野地区ほか ＪＡ晴れの国岡山（新見統括本部） 
  
研修受入の条件等 
・年齢が１８歳以上５５歳未満で、自発的な就農活動が出来る方。 
・営農準備のための自己資金を充分に確保しており、目標が明確で、地域の実情や風習を理解して

   行動できると判断した方を優先します。 
・家族労力２人以上の方を優先します（既婚の方を優先）。 

 

（４）就農、定住等に関する支援情報 

就
農
関
係
の
支
援 

農地の確保 
・関係者で構成する新見市新規就農促進会議により情報提供します。 
・トマトでは、営農団地への入植が可能です。 
 営農団地：新見市神郷高瀬 面積３３ａ、受入戸数２戸 

就業奨励金支給事業 
・就農開始後、将来にわたり農業経営を継続していくと認められた場
合、就業奨励金（１０万円）を支給します。 
（対象者：申請年度当初において年齢が３９歳以下の者） 

地域定着手当 
・就農時５０歳以上５５歳未満で、ピオーネで研修した場合、就農１
年目は定着手当（９０万円）を支給します。 

そ
の
他
の
支
援
等 

住居の確保 

・空き家情報について、空き家バンクのほか、地域への聞き込みによ
り情報提供します。 

・新規就農者に対する住宅新築補助制度（１５０万円）や家賃補助制
度も整備しています。 

・空き家活用推進事業より、購入では上限２００万円（３/１０以内
）、改修には上限３００万円（４/１０以内）、家財整理には上限
２０万円（５/１０以内）を支給します。 

子育て支援医療費助成 
・中学校３年生（１５歳に達した日以降の最初の３月３１日）までの
子どもの医療費（保険診療分）の一部負担金を全額助成します。 

 

 新規就農に関する連絡先  

担当課名：新見市産業部農林課農業振興係   住   所：岡山県新見市新見３１０番地３ 

電話番号：０８６７－７２－６１３３    ＦＡＸ番号：０８６７－７２－６１８１ 

Ｈ  Ｐ：http://www.city.niimi.okayama.jp/ Ｍａｉｌ：nourin@city.niimi.lg.jp 
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